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事業の概要

　・所　在　地：名古屋市東区砂田橋一丁目

　・敷地面積：１３,０３８㎡

　・事業期間：平成１３年１２月～平成１５年１２月

　・総事業費：約２８８,０００万円

　・住宅棟（構造・規模・戸数）：

　　　　鉄筋コンクリート造１０階建て２棟　計２４０戸

　　　　内訳：高齢者向け優良賃貸住宅１００戸・

　　　　　　　５０～６４㎡（１１タイプ）

　　　　　　　一般賃貸住宅１４０戸、５３～８１㎡（１３タイプ）

　・付属施設棟：

　　　　集会所・業務所（RC平屋建て１５７㎡・１０５㎡）

　子育て・高齢者支援施設（RC平屋建て９６㎡・６１㎡）

　立体駐車場（S造２階建て３層２,３００㎡×２棟　計２５８台）

　・建築環境省エネルギー機構による認定

　認定必須要件のほか、「資源の高度有効利用」、

「地域適合・環境親和」、「健康快適・安全安心」

の項目における高度な提案内容が認められ環境共

生認定住宅となった（平成１４年１０月１１日認定）。

　当計画地は、昭和２９年から３３年（１９５４～１９５８）に

かけて建設された公社の賃貸住宅（大幸団地）があ

った。建設から既に４６年以上が経過し老朽化と面積

狭小、設備の陳腐化、駐車場不足、ノンバリアフリ

ー、耐震性などを含め、現代の住生活の水準を満た

さなくなっていた。

　そこで、建替え計画が策定され、「環境に配慮した

住宅、安全安心な住宅、将来の改修がしやすいSI、

社会的ストックとなる長寿命な住宅、少子・高齢化

に対応できる住宅」をコンセプトに、企業提案募集

（当公社では性能発注方式と言う。）を行った。

事業の効果

　提案募集の結果、５社による提案書の提出があり、

計画・価格面で優れていた（株）竹中工務店の案が

採用され、その結果、価格面においては、通常の積

算方式より、大幅なコスト縮減効果があった。計画

面においては「免震工法、高耐久性コンクリート、

SI工法、既存住宅解体コンクリートの再利用、雨水

利用、ビオトープ、立体駐車場、環境共生、バリア

フリー、シックハウス対策」など、具体的かつ実施

可能な提案がなされ、非常によいものができた。募

集結果（２４０戸のうち、従前入居者の戻り１４９を除く

９１戸について公募）についても、一般賃貸６４戸に対

して２６５人の応募（４.１４倍）、高齢者優良賃貸２７戸に

対して１７７人（６.５５倍）の応募があった。コスト縮減

と付加価値の効果により、空家のない経営的に健全

な賃貸住宅団地の再生をすることができた。
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